
特
別
寄
稿美

術
史
研
究
者
の
た
め
の
保
存
環
境
学
講
座
　
そ
の
　
（
三
）

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
保
存
環
境
　
防
犯
　
盗
難

一
．
は
じ
め
に

文
化
財
の
保
存
環
境
と
は
、
文
化
財
を
傷
め
る
要
因
に
従
っ
て
そ
の
周
囲

の
環
境
を
整
理
し
た
も
の
で
、
要
因
と
し
て
　
（
a
）
　
温
度
・
湿
度
、
（
b
）
光
、

（
C
）
　
空
気
環
境
、
（
d
）
　
生
物
、
（
2
）
　
衝
撃
・
振
動
、
（
f
）
　
火
災
、
（
g
）

地
震
、
（
h
）
　
盗
難
・
人
的
破
壊
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
内
、
（
a
）

か
ら
　
（
d
）
　
ま
で
は
　
「
そ
の
　
（
〓
」
　
で
、
（
e
）
　
か
ら
　
（
g
）
　
ま
で
は
「
そ
の

（
二
）
」
　
で
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
最
後
の
　
（
h
）
　
盗
難
・
人
的
破
壊
に
つ
い

て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

二
．
盗
難
・
人
的
破
壊

エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
墓
荒
ら
し
に
限
ら
ず
、
中
国
の
皇
帝
の
墓
、
日

本
の
古
墳
な
ど
、
美
術
館
や
博
物
館
の
で
き
る
は
る
か
昔
か
ら
文
化
財
は
盗
難

の
被
害
に
遭
っ
て
き
た
。
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ビ
ン
チ
　
（
一
四
五
二
1
一
五
一

九
）
　
の
措
い
た
モ
ナ
リ
ザ
も
盗
難
に
あ
い
、
モ
ナ
リ
ザ
を
入
れ
る
展
示
ケ
ー
ス

三
　
浦
　
定
　
俊

の
ガ
ラ
ス
職
人
が
仲
間
と
一
緒
に
一
九
二
年
八
月
二
一
日
に
ル
ー
ブ
ル
美
術

館
か
ら
盗
み
出
し
た
が
、
二
年
後
の
一
九
二
二
年
一
二
月
二
一
日
に
発
見
さ
れ

て
、
モ
ナ
リ
ザ
は
無
事
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に
戻
さ
れ
た
。
近
年
の
絵
画
盗
難
と

し
て
有
名
な
も
の
は
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
二
ヒ
日
に
起
き
た
パ
リ
、
マ
ル
モ

ッ
タ
ン
美
術
館
で
の
モ
ネ
の
代
表
作
「
印
象
1
日
の
出
」
な
ど
の
盗
難
で
あ
る
。

盗
ま
れ
た
絵
は
一
九
九
〇
年
に
イ
タ
リ
ア
の
コ
ル
シ
カ
島
で
発
見
さ
れ
、
美
術

館
に
戻
さ
れ
た
。
ま
た
盗
難
だ
け
で
な
く
、
作
品
が
意
図
的
な
破
壊
（
バ
ン
ダ

リ
ズ
ム
）
　
に
あ
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
バ
チ
カ
ン
の
ピ
エ
タ
、
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
の
　
「
夜
警
」
な
ど
の
事
件
は
有
名
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
社
寺
や
美
術
館
な
ど
か
ら
文
化
財
が
盗
ま
れ
る
こ
と
は

珍
し
く
な
く
、
文
化
財
に
対
す
る
落
書
き
な
ど
の
い
た
ず
ら
や
意
図
的
な
破
壊

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は
治
安
の
よ
い
国
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
防
犯
は
そ

れ
ほ
ど
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
近
年
の
犯
罪
の
増
加
と
国
際
化
の

傾
向
を
見
る
と
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
防
犯
セ
ン
サ
ー
の
設
置
、
夜
間
の
警
備
、
通

報
連
絡
な
ど
防
犯
体
制
の
整
備
が
、
博
物
館
、
美
術
館
に
お
い
て
も
欠
か
せ
な

く
な
っ
て
い
る
。
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二
．
一
　
防
犯
環
境
設
計

防
犯
の
た
め
に
は
単
に
防
犯
カ
メ
ラ
や
防
犯
セ
ン
サ
ー
を
設
置
す
る
だ
け
で

は
な
く
犯
罪
が
起
き
に
く
い
環
境
を
、
建
物
の
ハ
ー
ド
面
と
職
員
、
警
察
な
ど

に
よ
る
防
犯
活
動
の
ソ
フ
ト
面
の
両
方
か
ら
、
総
合
的
に
作
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
「
ノ
　
こ
の
よ
う
に
犯
罪
が
起
き
に
く
い
環
境
を
作
っ
て
犯
罪
を
防
ご

う
と
す
る
方
法
を
防
犯
環
境
設
計
と
呼
び
、
欧
米
で
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
行

わ
れ
、
C
P
T
E
D
　
へ
C
r
i
m
e
 
P
r
e
く
e
n
t
i
O
n
 
T
h
r
O
u
g
h
 
E
n
ま
r
O
n
m
e
n
t
a
－

D
e
s
i
g
n
 
H
環
境
設
計
に
よ
る
犯
罪
予
防
）
　
と
称
し
て
い
る
。

防
犯
環
境
設
計
に
は
、
（
　
）
　
対
象
物
の
強
化
、
（
二
）
　
接
近
の
制
御
、
（
三
）

自
然
監
視
性
の
確
保
、
（
四
）
　
領
域
性
の
確
保
と
い
う
四
つ
の
原
則
が
あ
る
。

二
）
　
と
　
三
）
　
は
直
接
的
な
手
法
で
、
二
三
　
と
　
（
四
）
　
は
間
接
的
な
手
法
で

あ
る
と
い
え
る
（
■

二
）
　
対
象
物
の
強
化

犯
罪
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
建
物
の
入
り
口
や
開
口
部
を
強
化
す
る
こ
と

で
、
物
理
的
に
犯
行
に
対
抗
し
、
あ
る
い
は
侵
入
者
の
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
。

具
体
的
に
は
、
出
入
口
や
窓
の
錠
や
扉
、
ガ
ラ
ス
な
ど
を
強
化
し
、
建
物
へ
の

侵
入
を
防
ぐ

（
二
）
　
接
近
の
制
御

建
物
へ
の
接
近
を
物
理
的
・
心
理
的
に
制
約
し
て
、
犯
行
を
未
然
に
防
ぐ
。

侵
入
の
際
に
足
場
や
手
が
か
り
と
な
り
そ
う
な
も
の
を
除
去
す
る
こ
と
な
ど
が

一
例
で
あ
る
÷

（
三
）
　
自
然
監
視
性
の
確
保

屋
外
に
周
囲
の
人
の
目
が
自
然
と
届
く
よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ
て
、
不
審
者

の
建
物
へ
の
接
近
や
侵
入
を
監
視
し
や
す
く
す
る
。
具
体
的
に
は
、
外
部
照
明

の
改
善
、
視
線
を
遮
る
も
の
の
除
去
に
よ
る
街
路
や
窓
か
ら
の
見
通
し
の
確
保

な
ど
を
行
う
。

（
四
）
　
領
域
性
の
確
保

隣
接
地
と
の
境
界
を
明
確
に
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
場
所
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
者
の
侵
入
・
滞
留
を
抑
制
す
る
。
領
域
性
の
確
保
は
、
自
然
監
視
性

の
確
保
と
併
せ
て
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二
．
二
　
防
犯
診
断

防
犯
環
境
設
計
を
す
る
た
め
に
は
、
既
存
の
建
物
で
は
防
犯
診
断
を
行
っ
て
、

そ
の
建
物
の
防
犯
性
の
弱
い
箇
所
を
見
つ
け
、
改
善
し
て
い
く
。
診
断
は
前
面

の
道
路
・
隣
地
な
ど
が
侵
入
の
た
め
の
経
路
に
な
る
お
そ
れ
が
な
い
か
、
ま
た

周
囲
か
ら
の
見
通
し
が
き
い
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
、
建
物
周
囲
の
診
断
か
ら

進
め
る
。
次
に
敷
地
出
入
り
口
か
ら
開
口
部
ま
で
の
間
の
侵
入
経
路
を
想
定
し
、

そ
の
間
の
　
「
見
通
し
の
良
し
悪
し
」
　
や
　
「
人
目
の
多
少
」
を
診
断
す
る
。
さ
ら

に
正
面
出
入
り
口
、
通
用
口
、
搬
出
入
口
、
窓
な
ど
建
物
の
開
口
部
の
耐
破
壊

性
、
耐
ピ
ッ
キ
ン
グ
性
等
の
防
犯
性
能
を
調
べ
て
、
強
化
が
必
要
な
場
所
は
改

善
す
る
。
た
だ
し
構
造
や
設
備
を
改
善
す
る
と
き
は
、
全
体
の
防
犯
性
能
を
向

上
し
な
い
と
意
味
が
な
い
の
で
、
推
測
さ
れ
る
各
侵
入
経
路
に
つ
い
て
防
犯
性

能
の
グ
レ
ー
ド
に
大
き
な
違
い
が
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。
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二
．
三
　
侵
入
の
経
路
と
方
法

犯
行
の
統
計
を
取
る
と
、
事
業
所
の
建
物
内
へ
の
侵
入
は
扉
や
窓
な
ど
開
口

部
か
ら
が
多
く
、
特
に
一
階
で
は
ガ
ラ
ス
戸
を
壊
し
て
侵
入
す
る
手
口
が
全
体

の
四
割
と
目
立
っ
て
い
る
　
（
表
1
）
。
こ
の
傾
向
は
二
戸
建
て
住
宅
や
マ
ン
シ



ヨ
ン
な
ど
の
共
同
住
宅
で
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
侵
入
方
法
は
、
ピ
ッ
キ
ン
グ

と
呼
ば
れ
る
特
殊
工
具
を
用
い
た
錠
破
り
や
、
窓
の
ガ
ラ
ス
を
破
り
、
内
側
か

ら
鍵
を
開
け
て
内
部
に
侵
入
す
る
手
口
が
多
い
　
（
表
2
）
。

ガ
ラ
ス
破
り
に
は
、
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
を
窓
枠
と
ガ
ラ
ス
の
隙
間

に
差
し
込
ん
で
ひ
び
を
入
れ
て
、
音
を
出
さ
な
い
よ
う
に
ガ
ラ
ス
を
破
壊
し
、

周
り
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
密
か
に
侵
入
す
る
　
「
こ
じ
破
り
」
　
や
、
破
壊
音
を

あ
ま
り
気
に
せ
ず
に
バ
ー
ル
や
ハ
ン
マ
ー
で
ガ
ラ
ス
を
破
壊
し
、
住
人
や
警
備

員
な
ど
が
駆
け
つ
け
る
前
に
数
分
で
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
「
打
ち
破
り
」

の
手
口
が
用
い
ら
れ
る
　
（
表
3
）
。

侵
入
に
要
す
る
時
間
は
ほ
と
ん
ど
が
数
分
以
内
で
あ
る
。
逆
に
侵
入
に
ど
の

く
ら
い
時
間
が
か
か
る
と
侵
入
を
あ
き
ら
め
る
か
を
調
べ
る
と
、
五
分
以
上
か

か
る
と
約
七
割
が
、
一
〇
分
以
上
か
か
る
と
九
割
が
侵
入
を
あ
き
ら
め
る
　
（
表

4
）
。
扉
の
錠
や
窓
ガ
ラ
ス
を
強
化
し
て
侵
入
に
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
、
防
犯
の
た
め
に
大
切
で
あ
る
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
や
雨
戸
な
ど
の
防
犯
性
能
を
評
価
し
た
も
の
が
表
5
で
あ
る
。

雨
戸
は
は
ず
さ
れ
な
い
よ
う
に
上
下
と
も
施
錠
し
た
方
が
よ
い
こ
と
、
面
格
子

は
ス
ト
レ
ー
ト
な
縦
格
子
よ
り
も
井
桁
型
な
ど
部
材
を
ク
ロ
ス
し
た
形
態
の
も

の
が
丈
夫
な
こ
と
な
ど
が
、
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
読
み
と
れ
る
。
ま
た
金
属
製
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
で
あ
っ
て
も
、
大
き
な
音
が
出
る
こ
と
を
意
に
介
さ
な
い
犯
罪
者

表1．事業所（雑居ビル）への主な侵入方口

窓　　　表出入日　　通用U　　　その他

1　　階　　　38％　　　　34％　　　　18％　　　　10％

2階以卜　　　22％　　　　71％　　　　　　　　　　　　7％

（㈲都心防犯研究センター「JUSRI」リポート、、ド成8年度調査）

表2．事業所（雑居ビル）への主な侵入方法

ガラス破り　錠破り　無戸締まり　錠開け　　その他

1　　階　　36％　　　21％　　13％　　12％　　18％

2階以卜　　30％　　　34％　　　　　　　　18％　　18％

（㈲都市防犯研究センター「JUSRI」リポート、平成8牛虎調香）

表3．ガラス破りによる侵入の手口

手口　　　　　　　　道　　　　　　　具　　　　　侵入対象

住宅こじ破り　小型道具使用（小関口）

ポケットに入れて持ち歩ける軽量の

ドライバー、ペンチ、スパナなど

住宅用舗・事務所

店舗・事務所

打ち破り　小型道具使用（小開口）

ポケットに入れて持ち歩ける軽量の

ドライバー、ペンチ、スパナなど

中型道具使用（小開口）

コートの中に忍ばせたり、小型バッ

グ等に入れたりして運べる小型のバ

ール、プライヤー

大型道具使用（大開口）

小型のバッグ等で運ぶことが困難な

大型のバール、ハンマーなど

表4．億人をあきらめる時間

2分以内　　　　2～5分　　　　5～10分　　　10分以上

17％　　　　　　51％　　　　　　23％　　　　　　　8％

（防犯環境設計ハンドブック［住宅編］、JUSRlリポート別冊第17号、㈲都

市防犯研究センター（2002））

表5．開口部の防犯性能評価実験

供試体　　破壊手段　抵抗時間最諾音

手動シャッター　　錠破り（バール）　　　　18秒　　103

電動シャッター　　　　　　　　　　　　　　　　58秒　　　98

横引き雨戸（錠下のみ）戸外し　　　　　　　　　　31秒　　　99

横引き雨戸（錠ヒ下）（バール、ドライバー）　3分11秒　　　96

面格子（縦格子）　格予外し（バール）　　　　9秒　　　95

面格子化シクロス格刊　　　　　　　　　　　　　　57秒　　101

面格子（井桁格子）　　　　　　　　　　　10分以上　　　95

（jj三）100dbは鉄道ガードトやうるさい工事の騒音レベルに相当する。ノ

（都市防犯研究センター「JUSRIリポート」）
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な
ら
、
バ
ー
ル
な
ど
大
型
道
具
を
用
い
て
容
易
に
打
ち
破
ら
れ
る
の
で
安
心
は

で
き
な
い
。
こ
の
た
め
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
格
子
で
出
入
り
口
や
開
口
部
を
強
化
し

て
い
て
も
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
　
「
接
近
の
制
御
」
　
や
　
「
自
然
監
視
性
の

確
保
」
　
に
よ
る
不
審
者
の
早
期
発
見
と
、
事
件
発
生
後
の
迅
速
な
対
応
が
必
要

で
あ
る
。

三
．
ま
と
め

盗
難
・
人
的
破
壊
に
対
す
る
防
犯
対
策
は
　
（
一
）
　
日
常
時
の
対
策
、
（
二
）

発
生
時
の
対
策
、
（
三
）
　
再
発
防
止
対
策
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
H
常
時

の
対
策
は
防
犯
環
境
設
計
で
述
べ
た
よ
う
に
、
犯
罪
が
発
生
し
に
く
い
環
境
を

整
え
て
犯
罪
を
抑
止
す
る
こ
と
と
対
象
物
の
強
化
で
あ
り
、
発
生
時
の
対
策
は
、

早
期
発
見
、
早
期
対
抗
措
置
、
即
時
報
知
、
犯
行
記
録
、
犯
人
識
別
で
あ
る
。

犯
罪
抑
止
の
た
め
に
は
、
敷
地
内
や
建
物
の
内
部
で
死
角
を
な
く
す
こ
と
、

侵
入
の
足
が
か
り
に
な
る
よ
う
な
足
場
を
な
く
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に

展
示
室
内
に
柱
や
人
き
な
展
示
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
そ
の
陰
が
死
角
に
な
っ
て
、

犯
行
の
お
そ
れ
が
生
ま
れ
る
。
ま
た
公
園
内
に
あ
る
施
設
は
開
館
後
で
あ
っ
て

も
建
物
の
す
ぐ
そ
ば
ま
で
一
般
の
人
が
接
近
で
き
る
場
合
が
多
い
の
で
、
自
然

監
視
性
の
確
保
に
よ
り
不
審
者
の
建
物
へ
の
接
近
や
侵
入
を
常
時
監
視
で
き
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
‖
常
時
の
対
策
と
し
て
、
侵
入
経
路
と
な
り
や
す
い
箇
所
の
強
化
が
あ

げ
ら
れ
る
が
、
先
に
述
べ
た
一
般
的
な
侵
入
の
経
路
と
方
法
を
考
慮
す
る
と
、

出
入
り
口
の
改
善
、
開
〓
部
特
に
窓
ガ
ラ
ス
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
。
出
入
り

H
の
ド
ア
に
は
頑
丈
な
材
質
を
使
用
し
、
ド
ア
枠
も
ド
ア
と
一
体
と
な
っ
た
頑

丈
な
も
の
に
し
て
、
建
物
に
し
っ
か
り
と
固
定
す
る
。
ド
ア
の
錠
に
は
、
室
内

用
の
錠
で
あ
る
円
筒
錠
や
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
ロ
ッ
ク
は
使
用
せ
ず
、
面
付
箱
錠
や

彫
込
箱
錠
を
用
い
て
、
シ
リ
ン
ダ
ー
に
耐
ピ
ッ
キ
ン
グ
性
能
の
高
い
も
の
を
使

用
す
る
。
窓
ガ
ラ
ス
に
は
、
合
わ
せ
ガ
ラ
ス
・
防
犯
合
わ
せ
ガ
ラ
ス
叉
は
複
層

ガ
ラ
ス
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
フ
ロ
ー
ト
ガ
ラ
ス
を
使
用
す
る
場
合

は
、
フ
ィ
ル
ム
を
貼
り
補
強
す
る
。

犯
罪
発
生
時
に
は
、
防
犯
セ
ン
サ
に
よ
っ
て
速
や
か
に
犯
行
の
発
生
と
位
置

を
明
ら
か
に
し
て
、
館
員
や
警
察
、
警
備
会
社
に
直
ち
に
通
報
す
る
と
と
も
に
、

光
、
音
、
煙
な
ど
の
威
嚇
シ
ス
テ
ム
を
作
動
さ
せ
て
、
犯
行
が
完
了
す
る
前
に

侵
入
者
を
撃
退
す
る
。
さ
ら
に
監
視
カ
メ
ラ
で
犯
行
の
詳
細
を
記
録
し
、
後
か

表6．防犯対策

人、機械

出入り口（ピッキング対策一鍵の強化、補助錠）、

窓（ガラスの強化）

監視カメラ、防犯センサ（予防）、人退室シス

テム（マグネットカード、指紋照合）

鍵（特にマスターキーの管理）、入室資格

防犯センサ（異常検知）、監視カメラ（ビデオ）、

威嚇システム（ライト、フラッシュ、ブザー、

音声、霧）

館内、館外（警察、警備会社）

90

（1）目常時

警　備

施　設

設　備

管　理

（2）発生時

設　備

報　知

（3）再発防止



ら
の
犯
人
の
識
別
・
検
挙
の
た
め
の
証
拠
と
す
る
。

犯
罪
発
生
後
に
は
再
発
防
止
の
た
め
、
侵
入
さ
れ
た
経
路
や
犯
行
ま
で
の
状

況
を
監
視
カ
メ
ラ
な
ど
の
記
録
で
よ
く
調
べ
て
、
防
犯
環
境
設
計
上
の
弱
点
を

改
善
す
る
と
と
も
に
、
同
じ
よ
う
に
防
犯
性
の
低
い
場
所
が
な
い
か
検
討
し
て
、

も
し
改
善
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
直
し
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
点
を
整
理
す
れ
ば
表
6
の
よ
う
に
な
る
。
管
理
を
厳
重
に
す
る
こ

と
に
よ
り
資
料
の
出
し
入
れ
な
ど
に
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
不
便
な
点
も
生
じ

て
く
る
が
、
昨
今
の
情
勢
を
考
え
る
と
ど
の
館
に
お
い
て
も
、
今
後
は
よ
り
積

極
的
な
防
犯
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

三
浦
定
俊
　
（
み
う
ら
・
さ
だ
と
し
）

▲
九
四
八
年
　
鹿
児
島
県
生
れ

一
九
七
一
年
　
東
京
大
学
工
学
部
卒
業

一
九
七
三
年
　
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了

独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所
東
京
文
化
財
研
究
所
協
力
調
整
官

東
京
聾
術
大
学
大
学
院
教
授

（
専
門
）
　
保
存
科
学


